
 

発     言     通     告     書 

    令和 8年 9月 7日 

松山市議会議長 大 塚 啓 史 殿   

  松山市議会議員 河 本 英 樹  

次のとおり通告します。    

発言順位 １８ 受領日時 9月 7日 午前・午後 9時 25分 1 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 30 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 社会福祉法等の一部改正に伴う本 （１）特定地域サービスの創設に伴う本市の対応について問う。 

 市の対応について （２）頼れる身寄りがいない高齢者等への支援をどのように取り組むの 

   か。 

  （３）高齢者の権利擁護に関する支援を今後どう進めていく考えか。 

  （４）福祉人材の安定的な確保と定着に向け、どのように取り組んでいく 

   のか。 

   

2 外国人材の受入れと人手不足対策 （１）人口減少による人手不足をどのように捉えているのか。 

 について  また、地域経済や市民生活への影響をどのように認識しているのか。 

  （２）育成就労制度をどのような制度として認識しているのか。 

   また、今後、市内企業が制度を円滑に活用できるようにするには、ど 

   のような支援が必要であると考えているのか。 

  （３）愛媛県とどのように役割分担や連携を図りながら、新たにどのような 

   施策を本市独自で展開していく考えか。 

  （４）外国人材の定着につなげる支援及び市民の理解促進や多文化共 

   生の推進に関する取組について 

   ①日本語教育以外の生活面の支援にどのように取り組んでいくの 

    か。 

   ②地域住民の外国人に対する理解を深めることの必要性について、 

    市長の見解を問う。 

   

   

   

   

   

   

   

 


